
森
林
・
林
業
再
生
の
中
核
を
担
う

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
育
成
す
る
研
修

が
、
７
月
29
日
よ
り
、
熊
本
県
人
吉

市
に
お
い
て
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
九
州
各
県
よ
り
県
職
員

72
人
、
国
有
林
の
職
員
11
人
、
合
計

83
人
が
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
延
べ

２
週
間
に
わ
た
る
集
合
研
修
を
11
月

ま
で
に
修
了
す
る
予
定
で
す
。

第
１
グ
ル
ー
プ
の
開
講
式
で
は
、

九
州
森
林
管
理
局
矢
野
彰
宏
森
林
整

備
部
長
か
ら
、
「
九
州
か
ら
の
森
林
・

林
業
再
生
の
た
め
、
民
国
連
携
し
て

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

こ
の
研
修
を
通
し
て
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

に
期
待
さ
れ
る
役
割
や
習
得
す
べ
き

知
識
・
技
術
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

講
師
は
、
外
部

講
師
を
含
め
九
州

森
林
管
理
局
及
び

森
林
管
理
署
の
職

員
も
担
っ
て
お
り
、

技
術
職
員
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
経
験

な
ど
を
活
か
し
た

講
義
や
演
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

第
１
週
目
の
研

修
は
、
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
の
心
構
え
や

地
域
で
の
合
意
形

成
に
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
力
、
木
材
の
流

通
・
販
売
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
講

義
、
ま
た
、
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
と
し
て

の
技
術
力
を
高
め

る
た
め
、
団
地
の

森
林
作
業
道
ル
ー
ト
な
ど
を
描
く
演

習
や
森
を
み
て
科
学
的
に
評
価
し
将

来
の
目
標
林
型
な
ど
を
考
え
る
森
づ

く
り
構
想
実
習
を
行
い
ま
す
。

第
２
週
目
の
研
修
で
は
、
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
と
し
て
森
づ
く
り
構
想
力
を

高
め
る
た
め
、
１
０
０
０
㌶
程
度
の

木
材
生
産
推
進
団
地
を
対
象
に
10
年

間
の
林
業
専
用
道
の
整
備
計
画
と
間

伐
計
画
に
つ
い
て
事
業
収
支
な
ど
も

踏
ま
え
た
総
合
的
な
森
林
資
源
の
循

環
利
用
構
想
を
策
定
し
、
首
長
な
ど

へ
プ
レ
ゼ
ン
す
る
つ
も
り
で
発
表
す

る
演
習
や
、
各
県
内
で
樹
立
予
定
の

市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

１
週
目
及
び
２
週
目
の
研
修
で
得
た

知
識
・
技
術
を
も
と
に
、
計
画

実
現
に
向
け
た
見
直
し
や
取
り
組
み

方
策
を
検
討
・
発
表
し
、
研
修
の
集

大
成
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
修
で
は
森
林
技
術
・
支

援
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
民
有
林
に
対
す

る
技
術
支
援
の
一
環
と
し
て
、
深
刻

化
す
る
シ
カ
被
害
対
策
に
つ
い
て
効

率
的
に
シ
カ
を
捕
獲
す
る
た
め
の

「
巾
着
式
あ
み
箱
わ
な
」
の
実
演
・

意
見
交
換
を
行
い
、
研
修
生
か
ら
は

強
度
、
コ
ス
ト
、
設
置
所
要
時
間
な

ど
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
高
い
関

心
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
か
ら
は
、
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
の
認
定
制
度
も
始
ま
り
、
平
成

23
・
24
年
度
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研

修
修
了
生
の
ほ
と
ん
ど
が
１
次
試
験

を
受
験
し
て
い
ま
す
。

今
後
認
定
さ
れ
た
国･

県
の
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
市
町

村
行
政
の
支
援
や
地
域
の
森
林
・
林

業
関
係
者
の
指
導
に
つ
い
て
活
躍
し
、

適
切
な
地
域
の
森
づ
く
り
が
実
践
さ

れ
、
地
域
振
興
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
担
当
＝
技
術
普
及
課
）
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【
西
都
児
湯
森
林
管
理
署
】
宮
崎

県
木
城
町
石
河
内
に
あ
る
「
日
向
新

し
き
村
」
や
集
落
が
一
望
で
き
る

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
石
河
内
」
で
、

林
内
散
策
を
気
持
ち
良
く
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
約
60
人
が
参
加
し
て

環
境
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
石
河
内
保
全

協
議
会
と
九
州
電
力
宮
崎
支
社
や
地

元
土
木
業
者
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

日
は
、
展
望
所
周
辺
な
ど
の
下
草
刈

り
や
植
木
へ
の
施
肥
、
植
樹
木
な
ど

の
枯
れ
枝
や
落
枝
の
除
去
、
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
応
援
も
あ
り
、
き
れ
い
に
な
っ

た
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
石
河
内
へ
、
多

く
の
方
々
の
来
訪
を
期
待
し
な
が
ら

作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。
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鹿
児
島
森
林
管
理
署
北
西
部
に
位

置
す
る
当
事
務
所
管
内
の
霧
島
山
に

属
す
る
「
栗
野
岳
」
を
紹
介
し
ま
す
。

栗
野
岳
は
、
鹿
児
島
県
姶
良
郡
湧

水
町
の
東
部
、
霧
島
山
系
の
西
端
部

に
位
置
し
、
複
数
の
火
山
が
複
合
し

た
霧
島
山
の
中
で
は
最
も
古
い
火
山

の
一
つ
と
さ
れ
、
標
高
１
０
９
４
㍍

の
山
塊
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
頂
を
目
指
す
登
山
ル
ー
ト
は
３

箇
所
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
山
頂

ま
で
は
約
２
㌔
、
片
道
約
80
分
の
比

較
的
緩
や
か
で
周
回
可
能
な
コ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
山
頂
付
近
に
近
づ

く
と
、
ロ
ー
プ
を
手
綱
沿
い
に
伝
わ
っ

て
登
る
急
峻
な
岩
場
な
ど
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
登
山
道
沿
い
に
は
、
キ
リ

シ
マ
ア
カ
マ
ツ
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
な
ど

の
天
然
林
が
自
生
し
、
山
の
中
腹
に

は
カ
エ
デ
の
群
生

林
が
見
ら
れ
、
秋

の
紅
葉
時
期
は
、

色
と
り
ど
り
の
樹

木
で
覆
い
尽
く
さ

れ
た
錦
秋
の
栗
野

岳
は
年
間
を
と
お

し
て
四
季
折
々
の

姿
を
見
せ
、
登
山

客
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

登
山
口
か
ら
約

１
時
間
ほ
ど
登
っ

た

と

こ

ろ

に

は

「
見
晴
し
台
」
と

い
う
必
見
箇
所
が

あ
り
、
霧
島
連
山

は
も
ち
ろ
ん
錦
江

湾
、
桜
島
ま
で
大

パ
ノ
ラ
マ
で
眺
望

で
き
る
草
地
が
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

山
麓
に
は
、
登
山
道
の
途
中
に
５

６
１
段
あ
る
日
本
一
の
枕
木
階
段
と

馬
の
放
牧
が
見
ら
れ
る
「
栗
野
岳
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
」
、
豊
か
な
自

然
と
芸
術
作
品
が
楽
し
め
る
野
外
美

術
館
「
霧
島
ア
ー
ト
の
森
」
、
登
山

で
疲
れ
た
体
を
癒
や
し
て
く
れ
る

「
栗
野
岳
温
泉
」
、
白
煙
を
噴
き
続

け
る
八
幡
地
獄
と
い
う
大
小
様
々
の

噴
気
孔
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
自
生
地
南
限
に
自
生
す
る

国
指
定
天
然
記
念
物
の
ヒ
ガ
ン
ザ
ク

ラ
な
ど
が
あ
り
、
こ
こ
で
し
か
味
わ

え
な
い
自
然
と
調
和
し
た
芸
術
と
行

楽
を
多
く
の
町
民
と
観
光
客
が
訪
れ

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
も
是
非
、
見
所
多

い
栗
野
岳
へ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

鹿
児
島
森
林
管
理
署

栗
野
森
林
事
務
所

森
林
官

柏
木

光
裕

栗 野 岳 の 遠 望

５ ６ １ 段 あ る 日 本 一 の 枕 木 階 段

ア ー ト の 森 作 品

環境整備を行うボランティア＝西都児湯



平
成
25
年
７
月
６
日
に
宮
崎
県
綾

町
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

照
葉
樹
林
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
・
て
る
は
の
森
の
会
主
催
、
綾

の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
携
会

議
の
共
催
で
、
「
第
６
回
照
葉
樹
林

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
「
照
葉
樹
林

の
保
全
と
★
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」

を
テ
ー
マ
に
、
１
０
０
人
以
上
の
関

係
者
な
ど
が
出
席
し
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
「
照
葉
樹
林
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
は
、
綾
で
の
森
林
保
全
の
取

組
の
歴
史
と
事
例
発
表
か
ら
綾
町
の

現
状
を
理
解
す
る
と
と
も
に
「
綾
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
の
未
来
を
考

え
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
級
機
関
か

ら
13
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
は
、
二
部
構
成
で
テ
ー
マ
１
、

「
森
の
保
全
と
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
と
の
関
わ
り
」
、
テ
ー
マ
２
、

「
綾
か
ら
の
発
信
」
と
題
し
て
、
ま

た
、
九
州
森
林
管
理
局
か
ら
は
宮
崎

森
林
管
理
署
の
上
別
府
悟
総
括
森
林

整
備
官
が
「
国
有
林
の
森
林
経
営
に

つ
い
て
」
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

発
表
終
了
後
は
、
今
後
の
綾
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
向
け
活
発
な

意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
ユ
ネ
ス
コ
が
認
定
す
る
「
生
物
圏
保
存

地
域
」
の
国
内
通
称
で
、
１
９
７
６
年
か

ら
登
録
が
始
ま
り
九
州
で
は
屋
久
島
が
含

ま
れ
る
。
95
年
以
降
の
認
定
に
は
自
然
保

護
重
視
に
「
持
続
可
能
な
形
で
地
域
も
発

展
し
な
い
と
、
多
様
な
生
態
系
も
守
れ
な

い
」
と
い
う
考
え
方
が
加
わ
っ
た
。

（
担
当
＝
計
画
課
）

【
福
岡
森
林
管
理
署
】
福
岡
市
立

百
道
小
学
校
か
ら
の
依
頼
で
、
４
年

生
児
童
を
対
象
に
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
利
用
し
た
森
林
教
室
を
行

い
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、
社
会
科
授

業
で
の
「
水
と
わ
た
し
た
ち
」
の
学

習
を
通
じ
、
森
林
と
水
が
関
係
し
て

い
る
こ
と
や
、
「
森
林
の
働
き
・
森

林
管
理
署
の
仕
事
」
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
「
保
水
力
試
験
キ
ッ

ト
」
を
使
っ
た
実
証
実
験
で
は
、
土

を
同
量
の
容
積
ま
で
詰
め
、
上
か
ら

水
を
注
ぎ
、
落
下
時
間
の
経
過
を
観

察
す
る
と
い
う
も
の
で
、

結
果
は
、

森
林
土
壌
は
水
を
ゆ
っ
く
り
浸
透
さ

せ
、
蓄
え
る
働
き
が
あ
る
こ
と
を
立

証
す
る
こ
と
が
で
き
、
森
林
環
境
教

育
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
。
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先
の
沖
縄
戦
で
灰
燼
に
帰
し
た
首

里
城
は
、
沖
縄
の
日
本
復
帰
20
周
年

の
記
念
行
事
と
し
て
復
元
さ
れ
、
平

成
４
年
11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
開

園
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
首
里
城
は
、

琉
球
王
国
の
歴
史
、
文
化
の
象
徴
と

し
て
、
ま
た
、
沖
縄
観
光
の
中
核
的

な
拠
点
と
し
て
、
内
外
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
、
平
成
12
年
に
は
首
里
城

跡
を
含
む
「
琉
球

王
国
の
グ
ス
ク
及

び
関
連
遺
産
群
」

が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。昭

和
33
年
に
守

礼
門
が
復
元
さ
れ
た
と
き
に
は
、
沖

縄
本
島
国
頭
産
の
「
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ

ジ
ロ
ガ
シ
」
が
使
用
さ
れ
、
当
時
、

首
里
髙
生
だ
っ
た
私
も
古
式
に
乗
っ

た
木
曳
き
式
に
参
加
し
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。
一
方
、
首
里
城
の
復
元

に
当
た
っ
て
は
、
沖
縄
県
内
か
ら
調

達
さ
れ
た
用
材
は

な
か
っ
た
そ
う
で

極
め
て
残
念
な
こ

と
で
し
た
。
将
来
、

首
里
城
な
ど
の
修
復

が
必
要
と
な
っ
た
と

き
に
、
全
て
の
用
材

を
県
内
か
ら
調
達
す

る
こ
と
は
困
難
だ
と

し
て
も
、
往
時
の
政

治
家
「
蔡
温
」
が
推

進
し
た
よ
う
に
、
出

来
る
だ
け
自
給
自
足

を
目
指
し
た
森
林
政
策
は
学
ぶ
べ
き

こ
と
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

首
里
城
や
竹
富
島
な
ど
の
伝
統
的

建
造
物
群
に
象
徴
さ
れ
る
沖
縄
の
木

の
文
化
の
継
承
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
森
林
・
林
業
の
振
興
に
も
資
す

る
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
20

年
３
月
に
首
里
城
古
事
の
森
づ
く
り

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ
の
活
動
の
推

進
母
体
と
し
て
沖
縄
森
林
管
理
署
、

沖
縄
県
、
国
頭
村
、
沖
縄
美
ら
島
財

団
、
森
林･

林
業
関
係
団
体
な
ど
を

構
成
員
に
「
首
里
城
古
事
の
森
育
成

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
と
な
る
「
首
里
城

古
事
の
森
」
を
、
沖
縄
森
林
管
理
署

の
ご
配
慮
で
沖
縄
本
島
北
部
の
国
有

林
に
設
定
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
20

年
度
か
ら
イ
ヌ
マ
キ
、
オ
キ
ナ
ワ
ウ

ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
イ
ジ
ュ
の
植
樹
を
始

め
、
24
年
度
ま
で
に
１
・
２
㌶
、
１

３
０
０
本
程
植
樹
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
関
係
各
位
の
ご
協
力

と
ご
支
援
を
頂
き
、
地
道
に
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
お
り

ま
す
。

首里城古事の森

育成協議会

職員の説明を熱心に聞く児童ら＝福岡

大勢の関係者が参加したフォーラム会場

照屋 寛孝

会 長



【
都
城
支
署
】
都
城
市
立
祝
吉
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
請
で
３
年
生
を
対

象
に
森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
児
童
ら
、
教
職
員
・
保
護
者
約

２
０
０
人
が
参
加
。
森
林
教
室
で
は
、

「
森
林
の
役
割
」
に
つ
い
て
５
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
元
に
話
を
行
い
、
最

後
は
ク
イ
ズ
に
し
た
と
こ
ろ
、
問
題

を
読
み
終
え
る
前
に
答
え
る
な
ど
、

た
の
し
い
授
業
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
・
し
お
り
作

り
を
行
い
、
創
作
意
欲
に
あ
ふ
れ
る

ペ
ン
ダ
ン
ト
や
、
自
分
だ
け
の
し
お

り
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
当
日
は

木
に
触
れ
森
林
に
興
味
を
持
っ
た
楽

し
く
有
意
義
な
１
日
と
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

【
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
】
水
上

村
市
房
キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
、
地

元
小
学
生
約
20
人
を
対
象
に
、
国
内

希
少
野
生
動
植
物
種
の
「
ゴ
イ
シ
ツ

バ
メ
シ
ジ
ミ
」
の
勉
強
会
を
行
い
ま

し
た
。
講
師
に
九
州
大
学
の
三
枝
豊

平
名
誉
教
授
を
迎
え
、
ゴ
イ
シ
ツ
バ

メ
シ
ジ
ミ
の
産
卵
か
ら
羽
化
ま
で
の

生
活
環
や
保
護
の
必
要
性
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
石
神
智
生
署

長
か
ら
「
森
林
と
生
物
多
様
性
」
と

題
し
、
森
林
の
大
切
さ
や
森
を
守
り

育
て
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
話

が
あ
り
、
参
加
者
は
プ
ラ
ン
タ
ー
で

増
殖
し
た
シ
シ
ン
ラ
ン
の
花
に
触
れ

た
り
、
顕
微
鏡
で
幼
虫
を
見
る
な
ど
、

貴
重
な
体
験
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

【
熊
本
森
林
管
理
署
】
「
国
民
の

森
」
ク
リ
ー
ン
月
間
に
併
せ
、
７
月

31
日
、
当
署
主
催
で
「
菊
池
渓
谷
周

辺
及
び
菊
池
阿
蘇
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の

ク
リ
ー
ン
活
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

熊
本
県
や
菊
池
市
、
菊
池
渓
谷
を
美

し
く
す
る
保
護
管
理
協
議
会
、
（
社
）

熊
本
林
業
土
木
協
会
、
請
負
事
業
体
、

地
元
住
民
な
ど
約
60
人
が
参
加
。

「
菊
池
渓
谷
」
か
ら
菊
池
阿
蘇
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
沿
線
で
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の

回
収
を
行
い
、
一
般
家
庭
ゴ
ミ
、
古

タ
イ
ヤ
や
家
電
製
品
な
ど
で
４
㌧
ト

ラ
ッ
ク
は
満
杯
と
な
り
、
当
日
は
新

聞
社
の
取
材
も
あ
り
新
聞
に
掲
載
さ

れ
、
こ
の
活
動
が
不
法
投
棄
の
抑
止

力
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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一
本
植
え
れ
ば
木
、
二
本
植
え
る

と
林
、
三
本
で
森
に
な
る
と
い
う
。

森
林
と
の
関
わ
り
は
、
い
つ
頃
か
ら

だ
ろ
う
と
思
っ
た
時
、
幼
い
頃
、
田

舎
で
は
五
右
衛
門
風
呂
を
杉
の
枝
を

た
き
つ
け
に
し
て
薪
で
沸
か
し
て
い

た
。
今
は
亡
き
祖
父
と
一
緒
に
拾
い

集
め
た
の
を
思
い
出
し
、
ス
イ
ッ
チ

一
つ
で
お
風
呂
が

沸
く
今
の
生
活
か

ら
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
、
そ
の

当
時
の
山
は
普
通
に
ズ
ッ
ク
で
歩
け

る
ほ
ど
だ
っ
た
。
い
つ
も
山
に
人
が

出
入
り
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

今
や
薪
を
使
う
こ
と
も
な
く
、
林

業
従
事
者
の
高
齢
化
と
木
材
価
格
の

下
落
に
よ
り
国
有
林
以
外
は
山
林
地

主
の
大
き
な
負
担
と
な
り
山
が
ど
ん

ど
ん
荒
れ
て
い
る
。
竹
や
ツ
タ
に
席

巻
さ
れ
て
い
る
山
を
見
る
に
つ
け
、

と
て
も
心
痛
む
思
い
が
す
る
。
モ
ニ

タ
ー
に
な
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

関
心
を
持
っ
て
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

森
林
に
は
、
国
土
の
保
全
、
水
源

の
か
ん
養
、
地
球
の
温
暖
化
防
止
に

貢
献
、
木
材
住
宅
棟
に
利
用
し
た
時

に
は
室
内
の
調
湿
効
果
、
ダ
ニ
の
行

動
抑
制
効
果
、
情
緒
面
の
安
定
効
果
、

そ
し
て
自
然
環
境
の
保
全
と
維
持
と
、

図
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
受
け
て
私
た

ち
の
生
活
は
成
り
立
っ
て
い
る
と
つ

く
づ
く
感
じ
た
。

山
が
荒
れ
る
と
海
も
荒
れ
て
い
く
。

島
国
日
本
に
住
む

私
た
ち
は
、
先
人

た
ち
が
大
切
に
守

り
育
て
て
き
た
も

の
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
後
多
数
植
え

ら
れ
た
ス
ギ
が
成
木
と
な
り
花
粉
を

大
量
に
飛
散
さ
せ
て
い
る
。
ス
ギ
は
、

日
本
の
林
業
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

樹
木
だ
が
花
粉
症
の
人
た
ち
に
と
っ

て
は
つ
ら
い
春
と
な
る
。

平
成
４
年
に
無
花
粉
症
ス
ギ
が
発

見
さ
れ
、
平
成
24
年
か
ら
は
林
業
用

に
苗
が
普
及
さ
れ
る
予
定
で
ス
ギ
花

粉
の
少
な
い
春
に
向
け
た
取
り
組
み

は
、
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

竹
炭
や
木
材
チ
ッ
プ
、
粉
砕
し
た

竹
の
肥
料
な
ど
、
森
林
の
保
護
、
育

成
、
活
用
は
山
を
大
事
に
思
う
気
持

ち
と
日
本
の
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
、

技
術
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
と
進
ん
で
い
く
こ
と
を
願
っ

て
止
ま
な
い
。

（
大
分
県
竹
田
市
在
住
）

市原 美栄子さん木工クラフト作りをする親子＝都城

シシンランの花に触れる児童ら＝熊本南部

クリーン活動で集めた大量のゴミ＝熊本



国
有
林
は
一
般
会
計
化
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
民
有
林
施
策
と
の

連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
よ
り
民
国
連
携
の
新

設
統
括
ポ
ス
ト
と
し
て
上
田
浩
史
業

務
管
理
官
（
次
長
）
が
就
任
し
ま
し

た
。
就
任
に
当
た
り
民
国
連
携
の
取

り
組
み
を
よ
り
一
層
、
推
進
す
る
た

め
九
州
各
県
へ
の
訪
問
の
機
会
に
意

見
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

九
州
森
林
管
理
局
か
ら
は
次
長
に

加
え
、
企
画
官
（
民
有
林
連
携
担
当
）
、

林
政
推
進
係
長
、
森
林
管
理
署
か
ら

は
署
長
に
加
え
、
地
域
林
政
調
整
官
、

森
林
技
術
指
導
官
な
ど
の
民
国
連
携

担
当
者
が
県
に
出
向
き
、
昨
今
の
林

野
行
政
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
各
県
の

林
務
担
当
者
が
一
堂
に
会
す
る
中
、

相
互
の
交
流
を
深
め
る
機
会
と
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
４
月
の
熊
本
県
を
皮

切
り
に
、
福
岡
県
、
大
分
県
、
宮
崎

県
、
佐
賀
県
、
鹿
児
島
県
を
順
次
訪

問
し
て
き
ま
し
た
。
技
術
交
流
の
推

進
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
取
り

巻
く
今
後
の
課
題
、
有
害
鳥
獣
対
策
、

森
林
共
同
施
業
団
地
の
取
り
組
み
な

ど
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
県
か

ら
は
具
体
的
な
施
策
の
提
案
や
、
従

前
に
増
し
た
国
有
林
と
の
連
携
の
確

保
な
ど
の
要
望
が
提
起
さ
れ
、
有
意

義
な
意
見
交
換
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９
月
に
は
長
崎
県
へ
の
訪
問
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
九
州
森
林
管
理
局

と
し
て
は
今
回
の
取
り
組
み
を
一
つ

の
き
っ
か
け
と
し
て
、
今
後
さ
ら
な

る
民
国
連
携
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

（
担
当
＝
企
画
調
整
課
）

【
大
分
森
林
管
理
署
】
大
分
県
中
部

流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
由
布
市
星
岳
国
有
林
に
設
定
し

て
い
る
間
伐
展
示
林
を
「
公
益
財
団

法
人
森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た
」
が
実

施
中
の
研
修
生
が
、
視
察
研
修
に
訪

れ
ま
し
た
。
当
展
示
林
は
、
間
伐
の

普
及
を
目
的
に
約
12
㌶
を
列
状
、
帯

状
、
放
射
列
状
、
定
性
、
鋸
谷
式
に

区
分
し
間
伐
を
実
施
。
研
修
生
は
当

署
の
森
林
技
術
指
導
官
の
説
明
を
熱

心
に
聞
き
、
展
示
林
内
を
念
入
り
に

見
学
。
研
修
生
か
ら
は
「
各
区
の
間

伐
方
法
を
現
地
で
一
度
に
見
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
と

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

【
宮
崎
北
部
森
林
教
室
】
椎
葉
村

立
尾
向
小
学
校
か
ら
の
依
頼
で
全
校

生
を
対
象
に
森
林
教
室
を
行
い
ま
し

た
。
最
初
に
「
山
学
校
み
ど
り
の
教

科
書
」
で
森
林
の
役
割
や
働
き
を
学

習
。
シ
カ
カ
ー
ド
体
験
で
は
、
シ
カ

が
増
え
す
ぎ
る
と
大
変
な
被
害
が
発

生
す
る
事
を
学
び
、
丸
太
切
り
体
験

で
は
、
暑
い
中
み
ん
な
一
生
懸
命
に

鋸
を
ひ
き
、
切
っ
た
ス
ギ
の
皮
を
剥

い
で
臭
い
を
嗅
い
だ
り
、
年
輪
を
数

え
た
り
し
て
全
員
が
持
ち
帰
っ
て
い

ま
し
た
。
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本
年
６
月
に
富
士
山
が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
大
き
く
報
じ
ら
れ

た
。
今
や
す
っ
か
り
世
界
遺
産
の
名

が
国
内
に
も
定
着
し
た
。
国
内
で
最

初
の
世
界
遺
産

登
録
は
平
成
５

年
。
こ
の
年
に

世
界
自
然
遺
産

に
屋
久
島
と
白
神
山
地
が
登
録
さ
れ
、

本
年
12
月
に
登
録
20
年
を
迎
え
る
。

当
局
管
内
の
屋
久
島
で
は
、
登
録

を
機
に
観
光
客
が
大
幅
に
増
加
す
る

一
方
で
、
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
や
シ
カ

被
害
の
増
大
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

も
顕
在
化
。
遺
産
地
域
の
大
部
分
を

占
め
る
国
有
林
で
は
、
こ
れ
ま
で
関

係
機
関
や
地
元
関
係
者
と
連
携
を
図

り
つ
つ
保
護
保
全
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
る
。

私
は
本
年
５
月
に
30
年
ぶ
り
に
屋

久
島
を
訪
れ
縄
文
杉
に
再
会
し
た
。

何
千
年
と
い
う
樹
齢
か
ら
す
れ
ば
30

年
な
ど
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で
あ

る
が
、
縄
文
杉
も
１
年
に
一
つ
ず
つ

年
輪
を
重
ね
て
き
た
の
だ
と
思
う
と

感
慨
深
い
。
古
歌
に
「
こ
の
秋
は
、

雨
か
風
か
は
知
ら
ね
ど
も
、
今
日
の

つ
と
め
の
田
の
草
を
と
る
」
と
あ
る

よ
う
に
、
先
の
こ
と
を
見
通
す
こ
と

は
難
し
い
も
の
の
、
今
必
要
な
こ
と

を
や
ら
な
け
れ
ば
、
将
来
期
待
す
る

果
実
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
確
か
な

こ
と
。
私
た
ち
も

貴
重
な
国
有
林
を

後
世
に
引
き
継
げ

る
よ
う
、
世
界
遺

産
登
録
20
周
年
を
機
に
、
さ
ら
に
取

組
み
の
年
輪
を
一
つ
一
つ
重
ね
て
い

き
た
い
も
の
だ
。

（
計
画
保
全
部
長

中
山
浩
次
）

意見交換会冒頭で挨拶をする上田次長

展示林内を見学する研修生＝大分

シカカ－ドに挑戦する児童ら＝宮崎北部



森
林
・
林
業
の
現
状
な
ど
の
認
識

を
深
め
る
と
共
に
、
環
境
教
育
に
お

け
る
森
林
・
林
業
の
活
用
法
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
８
月
２
日
、
監

物
台
樹
木
園
に
お
い
て
、
熊
本
県
内

の
小
学
校
教
諭
16
人
が
参
加
し
、

「
森
の
塾
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

今
回
で
17
回
目
と
な
る
「
森
の
塾
」

で
は
、
ま
ず
、
「
動
物
交
差
点
」
な

ど
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た

後
、
「
森
林
・
林
業
の
再
生
と
生
物

多
様
性
に
お
け
る
森
林
の
役
割
に
つ

い
て
」
や
「
熊
本
の
木
に
な
る
話
」

な
ど
や
、
ま
た
、
事
前
に
質
問
が
あ
っ

た
身
近
に
で
き
る
「
森
林
を
守
る
取

り
組
み
」
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
園
内
を
散
策
し
、
樹
木

に
触
れ
な
が
ら
、
樹
名
の
由
来
や
特

徴
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
「
シ
カ
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て
」
の
講
義
の
後
、

「
シ
カ
と
森
林
の
カ
ー
ド
」
で
生
物

多
様
性
の
観
点
か
ら
森
林
と
シ
カ
の

関
わ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
理
解
す
る

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
参
加
者
の
認
識
を

深
め
ま
し
た
。

木
工
ク
ラ
フ
ト
で
、
「
く
ま
も
ん
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
壁
掛
け
や
コ
ー

ス
タ
ー
な
ど
の
か
わ
い
い
作
品
が
完

成
。
火
起
し
体
験
で
は
、
汗
を
か
き

な
が
ら
真
剣
な
眼
差
し
で
疲
れ
も
忘

れ
て
着
火
す
る
ま
で
挑
戦
し
て
い
ま

し
た
。

参
加
し
た
先
生
か
ら
は
、
「
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
英
語
の
授
業
で
活

用
し
た
い
」
「
子
供
た
ち
に
木
の
魅

力
を
教
え
た
い
」
な
ど
の
具
体
的
な

感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の
教
育
現

場
に
お
け
る
森
林
・
林
業
の
普
及
啓

発
に
大
き
く
期
待
出
来
る
学
習
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

（
担
当
＝
技
術
普
及
課
）

８
月
１
日
付
森
林
管
理
局
長
発
令

経
理
課
経
理
第
二
係
長

古
澤
寿
光
（
森
林
整
備
部
付
）

北
薩
署
森
林
整
備
官

古
村
健
児
（
経
理
課
経
理
第
二
係

長
）

北
薩
署
付

戸
島
章
治
（
北
薩
署
）

（
担
当
＝
総
務
課
）

- 6 -

盛
夏
、
今
年
も
夏
の
高
校
野
球
が

開
幕
し
た
。
天
然
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

球
場
外
壁
の
蔦
、
甲
子
園
は
高
校
球

児
の
聖
地
で
あ
る
▼
ス
ポ
ー
ツ
に
は

種
目
毎
に
聖
地
が
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー

の
国
立
、
ラ
グ
ビ
ー
の
花
園
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
代
々
木
な
ど
な
ど
▼
競
技

す
る
人
達
は
そ
こ
に
行
く
こ
と
を
夢

見
て
日
々
精
進
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

聖
地
は
土
・
天
然
芝
・
木
製
の
床
・

壁
な
ど
、
い
ず
れ
も
自
然
の
物
を
取

り
入
れ
整
え
た
環
境
で
あ
る
▼
人
は

自
然
や
そ
れ
に
近
い
環
境
に
心
癒
や

さ
れ
気
が
安
ら
ぐ
。
「
あ
そ
こ
で
思

い
切
り
動
き
た
い
」
と
い
う
欲
求
も

聖
地
を
目
指
す
動
機
の
ひ
と
つ
と
考

え
る
の
は
勝
手
な
思
い
込
み
だ
ろ
う

か
▼
温
暖
化
・
異
常
気
象
と
言
わ
れ

て
久
し
い
。
今
年
は
特
に
局
地
的
な

大
雨
、
猛
暑
の
報
道
が
目
に
つ
く
。

昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
の
よ
う
な
災

害
は
い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は

な
い
▼
一
般
会
計
化
後
、
国
有
林
の

公
益
的
機
能
の
一
層
の
発
揮
や
環
境

維
持
の
た
め
何
が
必
要
か
？
森
林
に

携
わ
る
者
と
し
て
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
▼
余
談
な
が
ら
、
小
生
の
甥

が
今
夏
の
甲
子
園
に
出
場
す
る
。
今

年
は
特
に
暑
く
怪
我
の
な
い
よ
う
脱

水
症
対
策
も
万
全
に
、
彼
ら
の
精
一

杯
の
頑
張
り
に
期
待
し
た
い
。
（
一
）

テ
ー
ダ
マ
ツ
は
北
ア
メ
リ
カ
の
テ

ネ
シ
ー
州
や
テ
キ
サ
ス
州
な
ど
に
分

布
す
る
樹
種
で
日
本
に
は
明
治
時
代

に
渡
来
し
た
そ
う
で
す
。

マ
ツ
カ
サ
が
大
き
い
こ
と
で
知
ら

れ
、
長
さ
７
～
13
㌢
程
度
あ
り
ま
す
。

球
果
の
鱗
片
の
付
き
方
は
、
対
生
や

互
生
で
な
く
渦
巻
状
に
付
き
、
下
側

か
ら
見
る
と
８
本
の
渦
巻
き
状
と
な
っ

て
い
ま
す
。

球
果
を
横
に
す
る
と
鱗
片
は
綺
麗

な
溝
状
と
な
っ
て
お
り
、
鱗
片
の
先

に
付
い
て
い
る
鋭
い
刺
は
種
子
を
鳥

な
ど
か
ら
食
べ
ら
れ
な
い
工
夫
と
見

ら
れ
ま
す
。

葉
は
３
本
ず
つ
出
る
三
葉
マ
ツ
類

で
あ
り
、
長
さ
は
20
㌢
前
後
。
樹
皮

は
亀
甲
状
に
割
れ
ま
す
。

ダ
イ
オ
ウ
シ
ョ
ウ
や
リ
キ
ー
ダ
マ

ツ
な
ど
外
国
産
の
マ
ツ
類
は
ほ
と
ん

ど
が
３
葉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ツ
材
線
虫
病
に
対
し
て
は
高
い

抵
抗
性
を
示
す
こ
と
か
ら
、
激
減
し

た
在
来
の
マ
ツ
に
代
わ
っ
て
植
林
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
は

台
風
が
多
く
、
風
や
雪
に
弱
い
テ
ー

ダ
マ
ツ
は
植
林
木
と
し
て
は
根
付
か

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

テ
ー
ダ
マ
ツ
の
特
徴
は
、
針
葉
に

鋸
歯
が
あ
る
こ
と
で
す
、
観
察
し
て

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

完成した作品を手にする参加した先生ら


